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研究概要 我が国において未発生であったウイロイド病害のトマト退緑萎縮ウ

イロイド（TCDVd）が 2006 年広島県内において、また、ポテトスピンド

ルチューバーウイロイド（PSTVd）が 2008 年福島県内において確認さ

れました。これらの新規ウイロイド病害は、我が国の重要な農作物で

あるナス科植物を中心として様々な植物に感染し、海外から輸入さ

れた農作物の種苗類を介して国内に侵入したと疑われています。 

そこで、輸入農作物種苗を介した新規ウイロイド病害の侵入防止

に資するよう、ウイロイド病害について、感染リスクが高い種苗リスト及

び科学的に裏付けされた検疫措置を確立するための研究を実施しま

した。 

研 究 成 果 の 概

要 

侵入のおそれがあるウイロイド 4 種について、トマト、馬鈴薯、野

菜、花き類にウイロイドを接種して感染評価を行い、それぞれの被害

程度や感染の有無を明らかにしました。 

また、植物におけるウイロイドの汚染部位を明らかにするとともに、ウ

イロイド 4 種の遺伝子検査法（RT-PCR）による検定方法を開発しま

した。 

これらの成果を踏まえて「侵入警戒を要するポスピウイロイド対策ハ

ンドブック」を策定しました。 
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